
東芝グループは、持続可能な 
地球の未来に貢献します。 
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四日市工場の概況 
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43／32／24／19／A19／15nm NAND Flash／BiCS FLASHTMの量産、 
次世代プロセスの開発研究を担うメモリデバイスのハブ工場 

四日市工場の歴史と概況  

所  在  地：三重県四日市市山之一色町800番地 
従 業 員 数：6,200人（2016年12月1日現在） 
敷 地 面 積 : 約61.0ha  
                  (うち、Y5+次期新棟敷地 約29.9ha）               
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 1992年 四日市工場設立 
 1993年 第1製造棟 （Y1) 生産開始 
 1996年 第2製造棟 （Y2) 生産開始 
 2005年 第3製造棟 （Y3) 生産開始 
 2007年 第4製造棟 （Y4) 生産開始 
 2011年 第5製造棟 （Y5) １期 生産開始 
 2014年 第5製造棟 （Y5) ２期 生産開始 
 2016年 新・第2製造棟 (Ｎ-Y2)  生産開始 
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生産工程における 
自動化システム 
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FOUP 

製造設備 
搬送車が装置へ 
   Lot搬送 

 装置へのFoup 
 受け渡し 

【製造自動化ラインイメージ】 

製造設備 

搬送車 

ネットワーク 

生産システム 

自動搬送システム ：搬送車が自動で装置への製品受け渡し・運搬を実施 
自動化製造ライン 
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Y4 Y３ 

Y5 棟間搬送～600m 

生産部 

統合生産体制 

生産指示／搬送指示 

  Y3     Y4     Y5   

棟間搬送内部 

N-Y2 

 N-Y2  

棟間搬送 
棟間搬送 

4棟統合生産 
1箇所から集中管理 

4つのクリーンルーム棟をコンベアで接続し、各棟の製造装置能力を相互に補完 
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クリーンルーム棟の統合生産 
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AI（機械学習、深層学習）の取り組み 
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半導体製造装置 自動搬送システム 

四日市工場では、1日20億件超のビッグデータを製造装置、 
制御システム、検査装置、製品管理システムなどから収集、 
各種改善に活用 

20億件／日 

収集するデータの件数 

データ蓄積 

50品種/2万工程 

生産する製品の種類と総工程数 

200機種/5000台 

制御対象の製造装置 

データ活用 

データ収集 

データ活用 

データ分析 

ビッグデータ環境構築 

ビッグデータ活用の全体像 
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生産工程におけるビッグデータの活用 

IQC規格外れ 不良分布 

日常点検 判定 

M/C別ｶﾞﾝﾄﾁｬｰﾄ 

歩留ﾄﾚﾝﾄﾞ 

解析DATAを元に議論 

生産 
② 

CR入出力 

生産ﾗｯﾌﾟ 

ｴﾘｱ別残分布 

工程別残分布 歩留 

装置稼働率 

M/C群別 

設備 

③ 

④ 

⑤ 

① 

品質 点検 

製造から技術まで工場内のあらゆるデータを「見える化」し、課題や問題発生に対する 
PDCAサイクルを高速に廻すことで、改善のスピードを速めることが可能に 
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AI（機械学習、深層学習）技術の活用 

 ビッグデータ：「収集」と「見える化」で解析時間は大幅に短縮 

ビッグデータの効率的活用に向けたAI導入 

人が膨大なデータを 
分析・判断する限界 

 

 分析時間の短縮、省力化 
 判断ミスの防止 
 予知、予測に向けた動き 

複数ツールを組み合わせ
最適解を求める 

 

 最短で最適解を抽出 
 経験則からの脱却 
 新たな解の発見 

4x

5x

1x
2x

3x ビッグデータ 

ビッグデータ 
効率的活用 
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欠陥検査 

  
工程B 

 
 
工程C 

異常判定 調査 

流品判定 

廃 棄 

プロセス/インテグ 
原因調査/対策 

次工程へ流品 

欠陥検査工程内管理フロー 

管理フロー 

OK 
NG 

OK 

製品投入 

最終テスト 解析 

工程A 

工程N 

欠陥検査工程 

・・・・・・・・ 

最終テスト待たずに  
フィードバック 

欠陥検査A 電子顕微鏡
観察A 

欠陥検査N 電子顕微鏡
観察N 

調査A 

調査N 

事例 

 欠陥検査により日々膨大な量の「欠陥マップ」 「欠陥画像」を取得 
 ⇒ 工程内問題の早期発見と原因特定を行い歩留改善 

 電子顕微鏡観察 

 欠陥画像分析 

欠陥検査による歩留改善 
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30万枚/日(300GB/日) 
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深層学習による画像分類精度の向上 

従来システム 

機械学習 

深層学習適用で自動化率は30%向上 
 ⇒ 迅速なフィードバックを実現 

 人間中心で判定していた作業に深層学習を適用し、自動化率が約30%向上 
  ⇒ 分類作業の効率化、属人性を減らし検査品質の安定化に寄与 

走査型 
電子顕微鏡 

30万枚/日 
欠陥画像 
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分類 A 

分類 B 

分類 C 

分類 D 

分類 E 

分類 F 

分類 G 
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BCP対策 
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震度６相当を震度３～４程度に低減  
   （想定：東海・東南海地震波にてシミュレーション） 

免震デバイス 
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3 

4 

0 500 1000 1500 2000 2500 
絶対加速度[cm/s2］ 

非免震 免震 

層 

製造棟 

地震応答加速度を約 1/4に低減 

建家免震構造 
（Y4,Y5,N-Y2,次期新棟） 

ＢＣＰ対策例 
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複数のセンサーで地震を感知 

工場内Ｐ波計の情報  ・装置の事前安全停止 
 ・自動避難放送実施 

専用サーバー 

地震速報システム 

気象庁 

高度利用者向け緊急地震速報 




